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MAP-556　CPX5　2025年10月1日発行

取付け説明書クローゼットドア開き戸
ラシッサ

● 取付けされる方に必ずお渡しください。掲載番号順に施工してください。
※下記内容は重要事項ですので必ず点検してください。■守っていただきたいこと
No. チェック内容

1 丁番カップと丁番座はゆるみ・ガ
タツキなく取付けましたか？ □

2 丁番カップは丁番座にカチャッと
音がするまではめ込みましたか？ □

3 ソフトモーション付き丁番は指定
の数を取付けましたか？ □

保管・施工前のお願い

●取付け後の損傷は免責となるので、開梱時に必ず検品を
してください。
●製品に不具合があった場合は、取付け前にお買い求め店
までご連絡ください。
●壁内結露が発生する可能性がある場合は、枠部材に防水
処理をしてください。
●テープを表面シートに貼ると、剥がす際にシートが損傷
するので貼らないでください。
●本体は、ソリ・ねじれ防止のため以下の場所には置かな
いでください。
　（直射日光があたる・昼夜で温度差が激しい・湿気が多い）
●立て置きの長期保管はソリ・ねじれの原因となるので、
寝かせた状態にしてください。
●損傷防止のため、本体は建築工事完了後に吊込むことを
おすすめします。

注　意
●本体が落下し、ケガをするおそれが
ありますので、下記事項をお守りく
ださい。
・ 丁番カップおよび丁番座はゆるみ・
ガタツキなく固定してください。
・ 本体の丁番カップが縦枠の丁番座に
「カチャッ」と音がするまではめ込ん
でください。

…取付けを誤った場合、使用者などが中
程度の傷害・軽傷を負う危険または物的損害の発
生が想定されます。

注  意

■部品・部材の明細

本体※1 3方枠※1 ケーシングセット※2
（ケーシングタイプのみ）

丁番部品セット※2
（ソフトモーションなし）

縦枠（2本）

上枠

部品セット 縦用（２本）

横用

薄下枠※2 埋込下枠※2 丁番部品セット※2
（ソフトモーションあり）

薄下枠

部品セット
埋込下枠

溝フタ

部品セット

※1　枠はノックダウン、本体は完成品
※2　別売品

①引っ掛ける
差込部

皿タッピンねじ
φ4×16

本体
丁番カップ

このマンガはフィクションです。
実在の人物や団体などとは関係ありません。
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■開口部の作り方

枠外寸法
W＋5mm

対角寸法を
同じにする

枠
外
寸
法
 H
+
床
厚
＋
5
m
m

90°

90°

まぐさ

下げ振り

水準器

柱

曲尺

●開口は、枠外寸法に対して高さ：H+床厚＋5ｍｍ、
　幅：W+5ｍｍで作ってください。
※開口は必ず水平垂直にしてください。

●補強材を必ず入れ、下図の位置に床材を張ります。

1床の張り方

【埋込下枠の場合】

【薄下枠の場合】

本体

縦枠

床材（12mm）

埋込下枠

補強材

F.L.

25 15

室
内
側

本体

薄下枠

補強材

縦枠

床材（12mm）
F.L.

1 96 3

収
納
内
部
側

室
内
側

開口部の作り方上のお願い
●製品不具合となるので、全て含水率20%以下の建築材料
を使用してください。

【軽量鉄骨に施工する場合】
●軽量鉄骨との干渉を避けるため、必ず40mm以上の木枠
を入れてください。

床施工上のお願い
●下枠が正しく施工できなくなるので、床を見切る場合は
以下を守ってください。
・指定の位置、寸法で見切ってください。
・補強材を入れてください。
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2枠の組立て

 注　意
●丁番座は縦枠にゆるみなく固定して
ください。本体が落下し、ケガをす
るおそれがあります。

枠組立て上のお願い
●本体が吊込めなくなるので、丁番座は正しい向きで取付
けてください。
●枠の垂下がり・ゆがみの原因になるので同梱のねじを使
用してください。

■下枠用セット（薄下枠同梱）

■枠用部品セット

■ 丁番セット（ソフトモーションなし）（別売品）

■丁番セット（ソフトモーションあり）（別売品）

名称

両開戸 片開戸

0709
0809

0712・0718・0720
0723・0812・0818
0820・0823・1220
1223

0420
0720
07720
＊

枠組立て用
皿小ねじM4×50 4 4 4

名称

両開戸 片開戸
0709
0712
0809
0812

0718
0818

0720・0723
0820・0823
1220・1223

0420
0720
07720
＊

丁番座 4 6 8 4

丁番カップ・丁番座
取付けねじ
皿タッピンねじ
φ4×16

16 24 32 16

名称

両開戸 片開戸
0709
0712
0809
0812

0718
0818

0720・0723
0820・0823
1220・1223

0420
0720
07720
＊

丁番座 4 6 8 4

丁番カップ・丁番座
取付けねじ
皿タッピンねじ
φ4×16

16 24 32 16

名称 数量

枠組立て用
皿小ねじM4×50 4

①矢印を室内側に向けて、縦枠に丁番座を取付けます。
②各部材を組み合わせ、同梱のねじで固定します。

皿小ねじ
M4×50

皿小ねじ
M4×50

上枠

縦枠

縦枠

薄下枠

55

矢印は室内側向き！

※図は左縦枠を示す

皿タッピンねじ
φ4×16

50

収
納
内
部
側

室
内
側

●下枠の組立て（埋込下枠の場合は不要）

上部

下部

●丁番座の取付け

室内側

矢印刻印

上下でピッチが
違います！

＊W07   ：～25年9月
　W077：25年10月～
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■埋込下枠の取付け
①埋込下枠を指定の位置に固定します。
②当て木をして、溝フタをプラスチックハンマーでたたき込
みます。
■薄下枠の取付け
●接着剤（現場手配）を塗布して、下記手順で躯体に固定します。
※床材厚さ15mmの場合は下地材にも接着剤を塗布してくだ
さい。
■枠の取付け
①枠と躯体の間にかい木をいれて縦枠、上枠を同梱のねじで
取付けます。
※埋込下枠の場合：枠固定前に埋込下枠の固定をしてください。
※ケーシングタイプの場合：縦枠にケーシングを仮組して枠
の固定位置を確認してください。
②枠の取付け穴にプッシュボタンをはめ込んでください。

3枠の取付け

上枠

縦枠

かい木縦枠

DNねじφ3.8×65

プッシュボタン

接着剤
（現場手配）

床上設置の場合は、枠下端を接着剤（現場
手配）で躯体に固定してください。

室内側

縦枠

溝フタ埋込下枠

なべタッピン
ねじφ4×30

25 15
8

FL

プラスチック
ハンマー

当て木

薄下枠 床材

接着剤（現場手配）

下地材（現場手配）
（t＝3mm）薄下枠

接着剤（現場手配）

床材

下枠

下枠

DNねじ
φ3.8×65

【足伸ばし特注時】

室
内
側

縦枠

ケーシング
（仮組）石膏ボード 石膏ボード

縦枠

柱柱

ケーシングの場合

■薄下枠

■埋込下枠

床材厚さ12mm 床材厚さ15mm

ノンケーシングの場合

●縦枠位置について

●下枠の取付け

枠取付け上のお願い
●枠の垂下がり・開閉不良の原因になるので下記事項をお
守りください。
・コンクリートやモルタルに直付けする場合は、設置面に
防水処理をしてください。
・同梱のねじを使用してください。
・枠は水平垂直に取付けてください。
・枠と躯体の間のかい木は表裏に接着剤(現場手配)を塗布
してねじ固定部に入れてください。

■下枠用セット（埋込下枠同梱）

■枠用部品セット

名称

両開戸 片開戸

0709
0809

0712・0718・0720
0723・0812・0818
0820・0823・1220
1223

0420
0720
07720
＊

上枠・縦枠取付け用
DNねじφ3.8×65 6 8 8

プッシュボタン 6 8 ８

名称 数量

なべタッピンねじ
φ4×30 3

＊W07   ：～25年9月
　W077：25年10月～
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ケーシング取付け上のお願い
●壁材・床材を仕上げてから取付けてください。

4ケーシングの取付け（ケーシングタイプのみ）

①ケーシングを現場寸法に合わせて切断します。
②ケーシング裏面と枠のケーシング溝に接着剤（現場手配）を
塗布し、固定します。（はみ出た接着剤は必ず拭き取ってく
ださい。）

ケーシング（横用）

上枠

縦枠

縦枠

ケーシング
（縦用）

5本体把手の取付け（把手レスデザインは不要）

把手取付け上のお願い
●表面が破損するので、把手穴加工は当て木をしてください。
● ねじ固定できない原因になるので把手穴は垂直にあけて
ください。

下穴

ドリル

①本体裏面の下穴を貫通（φ4.5）させます。
②把手を同梱のねじで取付けます。

■把手の取付け

●把手の取付け

【つまみ把手】

＜階段下タイプ＞ ＜標準タイプ＞

取付け穴は１つのみ!

ドリル

本体

当て木
（現場手配）

表面 裏面

本体
把手

トラス小ねじ 
M4×30

本体端部側 どちらか一方

本体 本体

■把手セット（別売）

把手
取付けねじ
トラス小ねじ
M4×30

把手セット
（ねじ同梱） 1 2

つまみ把手セット
（ねじ同梱） 1 1
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6丁番カップの取付け

【ソフトモーション付き丁番カップの取付け位置と個数】

【ソフトモーション付き丁番カップ推奨取付け個数】
2466

2個

3個 4個

490
DW250 567.5385.5 800

1789

1144

2090

1個

2個

①本体裏面のラベルの向きで本体の上下を確認し、丁番カッ
プを取付けます。

※両開戸は左吊側のみラベルあり
※ソフトモーションありの場合は【ソフトモーション付き丁番
カップの取付け位置と個数】を確認してください。

②丁番カップを同梱のねじで固定します。

■丁番カップの取付け

ラベル
上

下

皿タッピンねじ
φ4×16

本体
丁番カップ

丁番カップ取付け上のお願い
●開閉不良の原因になるので、下記事項をお守りください。
・ソフトモーション付き丁番カップは本体サイズに応じた
推奨の個数で取付けてください。
・丁番カップのソフトモーション機能は常にON（初期状態）
の状態でご使用ください。

ソフトモーション
ON

ソフトモーション
OFF

 注　意
●丁番カップは本体にゆるみなく固定
してください。本体が落下し、ケガを
するおそれがあります。

■ 丁番セット（ソフトモーションなし）（別売り）

■丁番セット（ソフトモーションあり）（別売り）

名称

両開戸 片開戸
0709
0712
0809
0812

0718
0818

0720・0723
0820・0823
1220・1223

0420
0720
07720
＊

丁番カップ

凹凸なし

4 6 8 4

丁番カップ・丁番座
取付けねじ
皿タッピンねじ 
φ4×16

16 24 32 16

名称

両開戸 片開戸
0709
0712
0809
0812

0718
0818

0720
0820

0723
0823
1220
1223

0420
0720
07720
＊

丁番カップ

凹凸あり

2 2 4 2 2 －

ソフトモーション
付き丁番カップ

凹凸あり

2 4 4 6 2 4

丁番カップ・丁番座
取付けねじ
皿タッピンねじ 
φ4×16

16 24 32 32 16 16

4枚丁番

ソフトモーション付き
丁番カップ2個

ソフトモーション付き
丁番カップ3個

ソフトモーション付き
丁番カップ4個

2枚丁番 3枚丁番

ソフトモーション付き
丁番カップ1個

ソフトモーション付き
丁番カップ2個

ソフトモーション付き
丁番カップ2個

ソフトモーション付き
丁番カップ3個

＊W07   ：～25年9月
　W077：25年10月～
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カチャッ

②はめ込む

①引っ掛ける

取外す時は丁番カップ後ろ側
のレバーを持ち上げて外して
ください。

吊込めない場合は、建付け調整で丁番座の上下調整を行ってください。

収
納
内
部
側

室
内
側

上下調整ねじ

矢印刻印

7本体の吊込み

 注　意
●本体が落下し、ケガをするおそれがあ
りますので、下記事項をお守りください。

・丁番がゆるみ、ガタツキなく取付い
ていることを開閉して確認してくだ
さい。

・本体の丁番カップが縦枠の丁番座に
「カチャッ」と音がするまではめ込ん
でください。

本体吊込み手順
動画

①座の前面に丁番カップを引っ掛けます。
②丁番カップの後ろ側を座にはめ込みます。

本体吊込み上のお願い
●安定して取付けるため、丁番は上から順に取付けてくだ
さい。
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8建付け調整

建付け調整上のお願い
●調整範囲を超えてねじ込まないでください。

建付け調整手順
動画

ソフトモーションなし丁番セット

凹凸なし

ソフトモーションあり丁番セット

凹凸あり

収
納
内
部
側

左右調整ねじ

前後調整ねじ
上下調整ねじ

室
内
側

①前後調整

引出す

締める
ゆるめる

前後調整ねじを
ゆるめて扉を前後に
動かします

本体

縦枠

押込む

調整可能範囲
前（3mm）
後（1mm）

右回し

左回し

右回し
左回し

前後調整ねじを回すと、
連動して扉が動きます

本体

縦枠
調整可能範囲
前（3mm）
後（1mm）

※調整後、調整ねじを必ず締結してください

②左右調整

左右調整ねじを回すと、
連動して扉が動きます

左回し

右回し

本体

縦枠

右回し

左回し

調整可能範囲
吊元側（2mm）
戸先側（2mm）

③上下調整

左吊元

本体

縦枠

右回し

上下調整ねじを回すと、
連動して扉が動きます

右回し

左回し

左回し

調整可能範囲
上（2mm）
下（2mm）

右吊元

本体

縦枠

右回し

左回し

左回し

上下調整ねじを回すと、
連動して扉が動きます

右回し

調整可能範囲
上（2mm）
下（2mm）

上下調整

左右調整 前後調整
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●本体と戸当りがあたらない場合は、戸当り取付けねじをゆるめ
調整してください。

10戸当りの調整9戸当りの取付け（建付け調整後）

●戸当りを同梱のねじで固定します。
■両開戸の場合

■片開戸の場合

戸当り

本体

縦枠

上枠

なべタッピンねじ
φ3.5×16
（戸当りセットに同梱）

＂ ＂

27.5●戸当り取付け位置

戸当り

収
納
内
部
側

戸当り

戸当り 本体
縦枠

上枠

なべタッピンねじ
φ3.5×16
（戸当りセットに同梱）

収
納
内
部
側

●戸当り取付け位置

100
戸当り

27.5

戸当り

戸当り

調整可能範囲
前（1.5mm）
後（1.5mm）

■枠用部品セット

名称

両開戸 片開戸

0709
0809

0712・0718・0720
0723・0812・0818
0820・0823・1220
1223

0420
0720
07720
＊

戸当り 1 1 1

戸当り取付けねじ
なべタッピンねじ
φ3.5×16

２ ２ ２

＊W07   ：～25年9月
　W077：25年10月～
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11困った場合の対処(商品二次元バーコード情報）
製品ラベルの二次元バーコードを読み取ると、
メンテナンス情報にアクセスできます。
※製品ごとに合わせた情報を公開しています。

●スマホ画面
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■納まり図
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有効開口寸法Ａ
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埋込下枠使用

薄下枠使用

下枠なし
4.
5

段
差
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8

▼
H

5段
差
2

FL

961

14

H
12

3

▼
H

24 DW
B 1.5

24

1
0
0

有効開口寸法Ａ

W

▼W

2
5

5

●縦断面図

基本
寸法
（mm）

W呼称 07 08M 12
W 734 824 1188
H呼称 09 12 18 20 23
H 878 1178 1823 2023 2306

■クローゼットドア開き戸　ノンケーシングタイプ

有効開口寸法
Ｗ寸法

（枠外寸法） Ａ寸法

W07(734) 612
W08M(824) 702
W12(1188) 1066

●横断面図（両開き戸）

●横断面図（片開き戸）

有効開口寸法
Ｗ呼称

（枠外寸法） Ａ寸法 B寸法

W04(437) 352 2
W07(780) 695 2.5
W077(778) 693 2.5

基本
寸法
（ｍｍ）

W呼称 04 07 077
W 437 780 778
H呼称 20
H 2023

＊W07   ：～25年9月
　W077：25年10月～



12/12

■納まり図
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●縦断面図

■クローゼットドア開き戸（両開き戸）　ケーシングタイプ

●横断面図
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